
は
深
見
で
あ
る
べ
き
を
、
射
水
に
封
し
て
文
字
を
弄

し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
上
長
の
来
る
時
之
を
自
己
管

職
の
墳
に
迎
へ
る
こ
と
は
古
今
共
に
閥
じ
く
、
深
見

は
凶
界
に
近
い
部
落
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
O
R
つ
深

見
が
甚
だ
し
く
越
中
に
近
か
っ
た
こ
と
は
、
前
の
三

局
十
五
日
の
歌
に
封
し
て
、
家
持
は
翌
十
六
日
そ
の

報
畑
献
を
詠
じ
て
ゐ
る
の
で
わ
か
る
。
高
紫
集
古
畿

に
、
十
六
日
は
像
り
に
急
激
で
あ
る
と
し
て
、
サ
六

日
で
な
ら
う
か
と
疑
う
て
ゐ
る
が
、
必
ず
し
も
改
め

る
必
要
が
な
い
0
.加
し
て
延
喜
式
に
加
賀
の
鴎
絡
を
、

田
上
・
深
見
・
横
山
と
次
第
す
る
か
ら
、
能
登
路
に
入

ら
ん
と
す
る
も
の
は
深
見
・
横
山
を
経
、
越
中
踏
に

赴
く
も
の
は
深
見
・
坂
本
を
過
ぎ
る
と
解
す
れ
ば
、

深
見
は
印
ち
そ
の
三
叉
踏
で
、
今
の
訟
幡
附
涯
と
な

る
わ
け
で
あ
る
。
令
制
に
よ
れ
は
、
三
十
里
を
一
躍

と
し
、
大
間
以
前
の
一
塁
は
五
町
で
あ
る
か
ら
、
田

上
・
深
見
の
距
離
稿
涯
き
に
失
す
る
感
が
あ
る
が
、

此
の
如
き
分
岐
騎
で
は
、
腕
翻
使
に
随
号
て
設
置
し

た
も
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
深
見
に
河
北
郡
深
谷
を
笛

て
る
も
の
も
あ
る
が
、
原
に
名
稽
の
近
似
す
る
に
止

り
、
到
路
地
理
上
置
躍
の
地
で
は
な
い
。
そ
の
他
石

川
郡
金
石
ハ
笛
宮
腰
〉
叉
は
路
島
郡
深
見
を
嘗
て
る
な

ど
は
、
皆
妄
誕
取
る
に
足
ら
ぬ
。

フ
カ

εガ
タ
深
見
潟
鹿
島
郡
白
浪
・
深
見
・
大

誌
の
聞
の
湖
潟
で
あ
る
が
、
元
来
入
海
の
埋
京
に
よ

っ
て
海
水
を
遮
断
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
に
金
ヶ

崎
潟
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
周
悶
三
粁
許
。

フ
カ
ξ
ガ
ハ
深
見
川
鳳
至
郡
八
伏
山
の
北
麓

か
ら
出
て
北
流
し
、
谷
内
小
字
大
谷
内
に
於
い
て
東

方
か
ら
来
る
支
流
を
併
せ
、
商
北
に
赴
き
て
織
に
入

る
。
流
程
六
粁
除
。
こ
の
川
は
箆
踏
の
書
上
に
大
谷

内
川
と
記
す
る
。

フ
カ

εシ
ョ
ウ
ヂ
深
美
小
路
金
揮
の
萄
町
名
。

フ
カ
l
フ
キ

同

務
政
中
深
美
氏
の
邸
宅
が
あ
っ
た
た
め
の
穏
で
あ

る
。
腹
務
の
際
藷
士
の
邸
宅
を
段
ち
、
商
家
を
建
築

し
、
明
治
三
年
七
周
町
名
を
柴
町
と
蹴
し
、
一
時
妓

槙
を
設
け
た
。

フ
カ
ミ
ソ
ウ
リ
ヨ
ウ
深
見
惣
領

J
ソ
ウ
リ
ヨ

ウ
惣
領
。

フ
カ
ミ
ノ
タ
キ
深
見
の
溜
胤
軍
部
深
見
に
在

る
。
一
に
懐
槌
と
も
い
ひ
、
健
雄
の
ご
水
強
び
懸
る
。

飽
菅
名
跡
志
に
、
『
此
深
見
村
に
御
髄
と
い
ひ
亡
名
前

あ
り
。
村
よ
り
東
の
谷
内
へ
八
町
登
る
也
。
数
百
丈

の
山
上
よ
り
五
段
に
務
ち
て
、
次
第
に
幡
随
く
な
り
、

ご
丈
ば
か
り
一
艇
を
寧
.
れ
た
る
如
く
に
な
り
務
つ
る

也
。
麓
の
岩
腐
な
る
既
に
権
現
世
あ
り
。
本
地
不
動

範
也
。
』
と
記
す
る
。

フ
カ
ξ
ヒ
デ
ナ
ホ
深
義
秀
直
活
稽
右
京
・
縫

殿
。
努
剰
の
ご
男
。
寛
文
十
二
年
尖
袈
後
線
四
千
五

百
石
を
袈
ぎ
、
延
詑
七
年
奏
者
役
と
な
り
、
貞
享
二

年
絡
め
、
元
総
八
年
火
稲
役
と
な
り
、
資
永
七
年
渡

し
た
。
年
六
十
三
。

フ
カ
ξ
ヒ
デ
ノ
リ
深
美
秀
剰
沼
総
九
市
郎
・
七

兵
衛
・
八
郎
兵
衛
・
鎚
殿
助
。
焚
は
兵
隊
償
茂
。
初
め

掘
丹
後
守
直
寄
に
仕
ヘ
、
大
坂
爾
役
に
出
陣
し
て
功

を
立
て
、
役
後
五
千
石
を
賜
は
っ
た
が
、
直
ゆ
耐
の
孫

直
定
早
世
し
て
封
を
除
か
れ
る
に
迦
ひ
、
江
戸
に
赴

き
、
正
保
四
年
佐
合
城
士
・
一
期
間
加
賀
守
正
峨
に
仕
ヘ
、

そ
の
子
上
野
介
正
信
改
易
の
後
、
寛
文
元
年
前
出
制

紀
に
仕
へ
て
六
千
石
を
賜
は
り
、
人
持
組
に
列
し
、

十
三
年
残
し
た
。
年
七
十
五
。
子
採
相
捜
戸
、
。

フ
カ
さ
ヒ
ラ
ザ
ハ
プ
ン
深
見
卒
濃
・
分
鹿
島
郡

三
引
保
に
臨
す
る
深
見
の
一
部
分
で
あ
る
。
明
治
中

に
歪
り
、
一
時
濁
立
の
部
務
と
し
C
取
扱
は
れ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
ご
十
年
復
深
見
に
併
合
せ
ら
れ
た
。

フ
カ
ヤ
マ
ゴ
Z
号
ン
深
谷
隷
右
衛
門
御
歩
小

顕
と
な
っ
て
新
知
八
十
石
を
受
け
、
後
三
十
石
を
加

へ
、
天
明
二
年
組
外
に
列
し
、
御
蹟
式
御
用
建
と
な

っ
て
、
四
年
波
。
子
孫
八
蹄
短
、
初
名
保
右
衛
門
、

旅
百
石
を
襲
い
だ
が
、
亭
和
三
年
二
周
五
日
自
害
し
、

そ
の
子
五
左
衛
門
は
文
化
十
一
年
新
番
に
召
即
さ
れ

た
。

プ
ガ
リ
歩
苅
務
政
の
時
、
兎
の
防
獄
中
即
ち
兎

相
を
定
め
る
に
は
、
一
村
全
体
の
米
牧
磁
踏
を
知
ろ

を
要
す
る
が
、
こ
の
牧
磁
を
算
出
す
ろ
に
歩
苅
法
に

よ
っ
た
。
改
作
法
施
行
以
後
歩
苅
を
行
う
た
こ
と
は
、

明
時
ご
年
入
居
越
中
嘱
波
郡
石
坂
出
村
に
於
け
る
の

が
最
初
で
あ
る
。
そ
り
方
訟
は
、
岡
村
に
於
け
る

上
巾
下
回
各
四
歩
を
苅
っ
て
、
平
均
一
歩
の
籾
一
升

一
合
六
句
六
才
を
得
、
籾
般
を
脱
し
て
玄
米
ご
分
の

一
を
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
鐙
は
五
合
入
勾
三

才
と
な
り
、
越
中
の
間
一
段
は
三
百
六
十
歩
で
あ
る

か
白
、
一
段
の
玄
米
ご
石
九
升
入
合
入
勾
に
笛
る
。

叉
明
回
問
中
の
口
米
は
、
定
納
一
石
に
入
升
、
夫
銀
は

定
納
一
石
に
一
匁
四
分
で
あ
っ
た
。
今
一
石
の
債
銀

二
十
八
匁
と
す
れ
ば
、
一
匁
四
分
は
米
最
五
升
で
あ

る
。
放
に
ロ
米
・
夫
鋭
の
合
計
は
}
斗
=
一
升
で
、
前

記
の
ご
石
九
升
八
合
入
句
を
、
日
米
及
び
夫
銀
一
斗

三
升
と
定
納
一
石
と
の
胞
に
分
か
つ
時
は
、
前
者
は

ご
斗
四
升
一
合
四
句
、
後
者
は
一
石
入
斗
五
升
七
合

で
あ
る
。
然
る
に
越
中
の
斗
代
印
ち
一
段
の
公
定
蓋

米
額
は
一
一
位
五
斗
な
る
を
以
て
、
質
際
産
額
一
石
八

斗
五
升
七
合
は
十
ご
制
三
分
即
ち
十
二
発
三
歩
に
笛

b
、
之
を
四
公
六
民
と
す
る
時
は
、
定
納
は
七
斗
四

升
ご
合
入
勾
に
し
て
、
斗
代
一
石
五
斗
に
封
し
、
兎

五
つ
に
定
め
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
改
作
法
施
行

宮
時
の
歩
苅
は
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

上
中
下
回
各
=
一
歩
を
苅
り
、
定
混
と
作
徳
と
の
捌
合

を
五
公
五
民
と
L
た
る
が
如
く
、
亭
保
十
年
入
居
に

は
三
歩
苅
が
手
放
を
要
す
る
を
以
て
一
歩
苅
に
す
べ

き
こ
と
を
令
し
て
ゐ
る
。
こ
の
亭
保
度
で
も
五
公
五

民
で
、
定
納
一
石
に
ロ
米
一
斗
一
升
一
一
合
、
米
倒
一

石
銀
三
十
目
、
一
石
の
夫
銀
一
匁
四
分
に
付
き
米
四

升
六
合
六
勾
の
制
合
を
以
亡
算
出
し
た
。
次
い
で
天

保
九
年
改
作
方
の
申
渡
に
、
明
路
中
石
坂
出
村
に
行

う
た
法
は
、
利
常
が
定
兎
を
定
め
る
時
に
用
ひ
た
る

も
の
な
る
が
放
に
、
新
聞
見
闘
り
・
一
村
建
等
の
お

合
に
は
之
に
従
う
て
回
公
六
民
と
す
べ
き
も
、
雄
作

に
よ
り
兎
切
を
行
ふ
震
に
歩
苅
を
矯
す
時
は
、
卒
保

の
制
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
令
し
た
。

フ
カ
ヰ
ホ
深
井
保
長
家
家
訓
に
、
観
腿
二
年

足
利
直
義
が
兄
隼
民
に
叛
し
て
宮
方
に
昆
し
た
時
、

長
九
郎
左
衛
門
閥
漣
も
直
義
に
同
心
し
、
際
限
に
下

向
し
て
底
軍
功
を
立
て
た
。
是
に
闘
っ
て
正
平
七
年

能
菅
探
弁
保
を
加
思
せ
ら
れ
た
が
、
附
越
は
之
を
掲

宗
漣
に
諮
り
、
己
は
醗
州
に
止
っ
て
迭
に
裂
し
た
と

あ
る
。
こ
の
深
井
保
は
、
越
智
賀
三
州
志
に
ミ
ヰ
と

削
む
べ
く
、
関
東
部
三
井
で
あ
ら
う
と
の
設
を
立
て

て
ゐ
る
が
、
能
登
志
徴
に
は
期
羽
咋
郡
深
江
で
あ
ら
う

と
し
て
腐
る
。

フ
カ
ヲ
Z

へ
Z

深
尾
仁
兵
衛
明
暦
三
年
召
出

さ
れ
て
百
四
十
石
を
領
し
た
。
子
孫
相
繕
い
で
務
に

仕
へ
る
。

フ
カ
ン

不
乱
。

フ
カ
ン
ユ
ウ

F
ウ
府
貫
雄
漣
金
棒
曹
洞
宗
天

徳
院
十
四
代
の
住
持
。
天
明
七
年
四
局
九
日
寂
。

フ
キ
ア
ゲ
吹
よ
金
神
様
畠
の
小
名
で
あ
っ
た

が
、
明
治
駿
務
置
腐
の
際
町
名
を
建
て
L
長
良
町
と

改
め
た
。
此
の
地
は
野
閃
寺
町
の
襲
、
陪
川
の
館
総

で
、
常
に
川
風
が
強
い
故
に
吹
上
げ
と
呼
ん
だ
も
の

で
あ
る
。

フ
キ
ア
ゲ
吹
よ

不
閑

七
一
五
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石
川
郡
河
内
庄
に
あ
る
部
務
。
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